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1. はじめに 

 Al2O3/YAG:Ce- Melt Growth Composite (MGC) は高輝度白色LED用の光変換材料として研究が進められ

ている一方向凝固共晶体である [1,2] 。MGCの製造方法はいくつか報告があり、我々は育成制御が容易

であり、大形化や生産性向上に期待できる垂直ブリッジマン（Vertical Bridgman:VB）法によるMGCの育

成技術の開発を進めている。VB法では、製造コストを抑えるためるつぼの再利用が不可欠である。本報

告では、MGC とるつぼの熱膨張特性差を利用したMGC のるつぼからの取り出しについて報告する。 

2. 実験方法 

るつぼ材料としてMo、 W、 W/Mo合金、 Irの高温耐久性の高い金属を検討した。使用した各種るつ

ぼの内径は約 1-inchである。原料には Al2O3 : 80mol% /(Y0.99Ce0.01)3Al5O12 : 20mol%の組成比となる焼結体

を用いた。MGC の種子と原料を充填したるつぼを、高周波加熱の円筒形カ－ボン発熱体内で、上下に移

動することによって、原料の融解、種子付け、育成、冷却を行った。各工程中の炉内雰囲気は約 100kPa

の Ar雰囲気である。育成終了後、るつぼを逆さにし、結晶のるつぼからの取り出しの可否を調査した。

取り出した結晶体は、極点法を用い結晶方位を解析した。また、育成したMGC の熱膨張係数を測定し、

適用した各種るつぼ材料の熱膨張係数のデ－タと比較し考察した。 

3. 結果と考察 

Mo、W、W/Mo合金のるつぼから成長したMGCは図１に示

すように、るつぼから容易に取り出すことができた。一方、Ir

については、取り出すことが困難であった。MGCおよび Mo、

Irの線熱膨張係数から、MGC の外径とるつぼの内径を融点から

室温まで計算した。その結果、MoるつぼとMGCではその間に

隙間が生じ、Irるつぼの場合では、隙間は生じず、MGCが Irる

つぼを圧縮することが分かった。隙間が生じるMo るつぼの場

合、図２に示すように、直径3-inchのMGCの成長にも成功した。 
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図２． 直径 3-inch MGC 

図１．るつぼからのMGC取り出し 
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